
 

 
KEY FINDINGS 

 

1. 共働き世帯／ひとり親世帯の働き方と留守番実態 

「子どもに寂しい思いをさせたくないと思う」親が 9 割以上で、「留守番に不安を感じて、働く時

間を短くした」という場合も約 4 割と、留守番が親の働き方にも影響をしている様子が明らかに 

● 子どもだけで留守番をしている小学生の平均留守番回数は週に 1.9回、1回あたりの平均時間は

97分。小学校 1年生～5年生までは年齢が上がるごとに留守番時間が長くなる傾向 

● 子どもだけで留守番をさせるにあたり、事故やケガ、事件に巻き込まれないかなどの不安を感じ

ている親が 92.5％。また夏休みならではの不安として「ゲームや動画の見過ぎ」(53.5％)、「食

事の用意」(51.6％)なども 

● 子どもの留守番に対する親の気持ちとしては、「子どもに寂しい思いをさせたくないと思う」

91.4%、「親が家にいて子どもを見るのが“当たり前”だという風潮を感じる」64.5％ 

● その中で「留守番に不安を感じて、働く時間を短くした」親が 37.3％ 

 

2. 留守番時間も増える「小 4 の壁」 

子どもがさまざまな悩みに直面する「小 4の壁」を 5 割以上の親が感じていて、主な「壁」とし

ては「勉強」が 1位に挙げられる 

● 子どもだけでの留守番は「小学 3・4年生から」と考えている親が多いためか、子どもの学齢別の

学童利用は小１が最も高く、小学校 4年生以降で大きく減少 

● 学童を利用していない／今後やめさせる予定である親の理由は「子どもが嫌がるから」(34.3％)

「子どもだけでも留守番ができるようになったから」(32.7％)など 

● 「小 4の壁」を感じたと答えた親は 5割以上 

具体的には「勉強について親のサポートが必要になること／サポートしなければいけない時間が

増えた」(26.3％)、「子どもが親や周囲に反抗するようになった」(16.8%)などの場面で感じた 

 

3. 「小 4の壁」を乗り越えるための「小 3 の坂」の上り方 

「小 3の坂」が重要だと思う親は 8 割以上 留守番で、あると助かるもの 1 位「みまもりサービ

ス」 

● 小学 4年生からの変化(＝「小 4の壁」)にむけて、小学 3年生までの学習や生活面の習慣化（=

「小 3の坂」）が大事だと思う親が 84.5％ 

● 「小 4の壁」にむけて、小学 3年生までの習慣化のために実践していたこと 1位「自分でできる

ことは自分でやらせる」(58.3％) 

● 子どもだけで留守番させるにあたってあると助かるもの 1位「家の中をカメラやセンサーでみま

もるサービス」。小学 1、2年生の親でも 3割以上とニーズが高い 
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1. 共働き／ひとり親世帯の働き方と留守番実態 

 

1. 「子どもだけで留守番の機会あり」が約6割。1週間の平均留守番回数は「1.9回」 

子どもがいる共働き世帯もしくはひとり親

世帯(子と親のみの世帯に限定)で、第1子が小

学生であり、ご自身が主に子育てを行ってい

ると自覚している親に、家庭で子どもだけで

留守番をすることがあるかを聞いたところ、

57.8％が「ある」と回答。また、子どもだけ

での留守番をすることがある家庭での1週間あ

たりの留守番回数の平均は「1.9回」であるこ

とが分かりました［図1］。 

 

 

2. 「留守番」の平均時間は「97分」。5年生をピークに学年が上がるほど長時間に 

子どもだけで留守番をすることがあると回答した親に、子どもだけで留守番をする際の1回あたりの

おおよその時間を聞くと、小学生全体では平均97分となりました。「小学1年生」(64分)から5年生

(114分)までは学齢があがるに連れて留守番時間が長くなる傾向がみられました。6年生では109分と

やや短くなっていますが、塾や習いごとなどの影響が考えられそうです［図2］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「子どもだけでの留守番中、事故やケガ、事件に巻き込まれないか不安」92.5％ 

子どもだけで留守番をさせるにあたり、留守

番中に事故やケガ、事件に巻き込まれないかな

どへの不安があるかを聞いたところ、92.5％が

「不安がある」(そう思う・まあそう思うの合

計)と回答。目が届かない状態での事故やケガ、

事件には、9割以上の親が不安を感じているこ

とが分かりました［図3］。 
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［図 2］第 1 子について、子どもだけで留守番をする際の 1 回あたりのおおよその時間 (平均)  「子どもが留守番をすることがある」人 

［図 1］あなたの家庭では子どもだけで留守番をすることがあるか。また、 

第 1 子について、1 週間のうち子どもだけで留守番をしている回数(平均) 

 全体(n=1,200) 

［図 3］子どもが（留守番中に）事故やケガ、事件に巻き込まれないか 

などへの不安がある 全体(n=1,200) 
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5年生（n=200） 62.0 51.5 51.5 40.0 40.0 20.5 16.5 19.0 0.0 9.0

6年生（n=200） 58.0 49.0 54.0 40.5 45.0 23.5 17.5 17.5 0.5 7.5

53.5 51.6 50.8
40.3 36.6

23.8 23.3 19.3

1.3
9.1

0%

20%

40%

60%

※教科・自由研究など

4. 「地震」「侵入者」「急な体調不良」…子どもへの言い聞かせだけでは防げないリスク 

子どもだけでの留守番における心配事について聞くと、具体的には「地震などの災害発生」

(61.0％)、「在宅中の侵入者」(57.4％)、「急な体調不良」(52.3％)がトップ3項目となり、子どもに

言い聞かせるだけでは防げない、予期せぬ危険に不安を感じる親が多いことが分かりました。一方、

第1子が小学1年生の場合、「親が知らないうちの外出」(58.0％)、「火遊びやコンロ、ストーブなど

による火災」(54.0％)、「ケガ」(54.0％)、「寂しい思いをしている」(53.0％)などの割合も高く、

子どもの成長とともに心配事も変化していく様子がうかがえます［図4］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

5. 夏休み期間ならではの不安としては「ゲームや動画の見過ぎ」が5割以上 

加えて夏休み期間中ならではの不安としては、「ゲームや動画の見過ぎ」(53.5%)、「食事の用

意」(51.6%)、「熱中症などの体調管理」(50.8％)が多く挙げられました。「ゲームや動画の見過

ぎ」は、小学3年生以上では5割を超え、特に高学年(「小5」62.0%、「小6」58.0%)で多いことが分

かりました。また、「家に閉じこもりがちになる」(「全体」36.6％、「小5」40.0%、「小6」

45.0%)も高学年の子どもたちに多い心配ごとであることが分かりました［図5］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図 4］子どもだけで留守番をさせることについて不安を感じることとしてあてはまるもの (複数回答) 全体(n=1,200) 

［図 5］夏休み期間中に子どもだけで留守番をさせることについて、不安を感じるか。ある場合、夏休み期間ならではの不安を感じることとして 

あてはまるもの(MA) 全体(n=1,200) 
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6. 子どもだけの留守番について、9割以上が「子どもに寂しい思いをさせたくない」 

子どもだけで留守番させることにあたって、91.4％もの親が「子どもに寂しい思いをさせたくない

と思う」と回答しました（そう思う・まあそう思うの合計）。また、「子どもを見守ってあげられて

いないことに罪悪感がある」(63.1%)親も6割以上になっています。「親が家にいて子どもを見るの

が”当たり前”だという風潮を感じる」(64.5%)という親も多く、仕事と育児との両立に奮闘し、子ど

もの留守番について悩みを抱える親の姿が浮き彫りになりました［図6］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

7. 子どもだけの留守番に不安を感じて「働く時間をセーブ」している親が約4割 

自身の働き方と子どもの留守番に関して、「共働き世帯もしくはひとり親世帯だと、子どもの留守

番時間が増えるのは仕方がないと思うか」では、84.6％が「そう思う」(そう思う・ややそう思うの合

計)と回答し、自身が仕事をしながらだと、留守番はどうしても必要になると考える親が多いことが分

かります。一方で、「子どもが一人で留守番をすることに不安を感じて、働く時間を短くした」と回

答した親は全体では37.3％、第1子が小学1年生の場合は47.0％と半数近く、2年生でも43.0％とな

り、子どもの留守番はやむを得ないと考えながらも、仕事をセーブする選択肢を選ばざるを得ない親

が多い現状がうかがえました［図7,8］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図 6］子どもだけで留守番をさせることにあたっての気持ち  「子どもが留守番をすることがある」人(n=694) 

［図 7］共働き世帯もしくはひとり親世帯だと、子どもの 

留守番時間が増えるのは仕方がないと思うか  

「子どもが留守番をすることがある」人(n=694) 

［図 8］子どもが一人で留守番することに不安を感じて、働く時間を短くした   
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2. 留守番時間も増える「小4の壁」 

 

1. 子どもだけで留守番をしても問題ないのは、「小学3・4年生から」と考える親が多い 

留守番について、子どもだけで家にいる状態になっても問題がないと思う年齢を聞くと、「小学3年

生」(19.8％)、「小学4年生」(20.8％)との回答がそれぞれ約2割と多いことが分かりました。合わせ

て40.7％と、4割の親が「子どもだけでのお留守番は小学3・4年生からであれば大丈夫だろう」と考

えていると言えます［図9］。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2. 学童利用率は「小学4年生」以降で大きく減少 

第1子の学童保育利用率を聞くと、全体では38.8％が「利用している」と回答しました。学年別にみ

ると、「小学1年生」(67.0％) は約7割が利用しており、「3年生」(52.0％)までは半数以上が利用し

ていることが分かります。一方、「4年生」(31.0％)では3割、「5年生」(19.5％)は約2割、「6年

生」(6.5％)は1割未満となり、「小学4年生」を境に学童利用率が大きく減少しており、前述の「子ど

もだけで留守番しても問題ないと思う年齢」の結果との関連性もうかがえます［図10］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［図 9］何歳から子どもだけが家にいる状態になっても（留守番をさせても）問題がないと思うか 全体(n=1,200) 

［図 10］第 1 子が学童保育※を利用しているか 

※学童保育：放課後や学校休業日（土曜日、夏休みなど）に子どもが安心して過ごせる“遊び”や“生活”の場。放課後児童クラブ、学童クラブなど 
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3. 学童を利用しなくなる理由は、「子どもが嫌がるから」「子どもだけでも留守番ができ

るから」が3割以上 

第1子が現在学童を利用していない、もしくは現在利用しているが小学6年生になるより前にやめさ

せると思う、と答えた親にその理由を聞いたところ、1位は「子どもが嫌がるから／嫌がると思うか

ら」(34.3％)でした。また2位は「子どもだけでも留守番ができるようになったから／できるようにな

ると思うから」(32.7%)となり、3割以上となりました。5位には「現在学童保育を利用できる学年が

限られているから」(15.6%)といった理由も挙がり、まだ学童保育の整備が十分に進んでいない様子

もうかがえました［図11］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 半数以上が感じる「小4の壁」。勉強面、子ども自身の変化、環境の変化が発生 

 

「小 4の壁」：  

小学 4年生(9歳、10歳)の子どもが、放課後の居場所がないと感じたり、学校の勉強についていけず劣等感をおぼ

えたり、といったさまざまな悩みに直面することを指します。地域によっては小学 4年生から学童保育のサポート

がなくなったり、子ども自身が学童保育に行きたがらなくなったりするため、放課後の子どもの行き場がなくなっ

てしまうことがあります。また勉強の難易度が上がり、「ついていけない」とつまずいてしまう子どもが増えてき

ます。精神的に成長する時期であると同時に、友だちとの仲間意識やグループ化により、友だちづき合いがうまく

いかなくなってしまうケースが出てくるのもこの時期が多いと言われています。 

さまざまな変化が起こるとされている「小4の壁」を第1子について感じたことがある親は55.7％と

なりました。実際にどのような場面で感じたかを聞くと、「勉強について親のサポートが必要になる

こと／サポートしなければいけない時間が増えた」(26.3％)が最も多く4人に1人が実感しており、勉

強面での「壁」を感じることが多いようです。2位は「子どもが親や周囲に反抗するようになった」

(16.8%)で、3位は「子どもが放課後に安心して過ごせる「居場所」がない／用意してあげられない」

(15.7％)と子どもの精神面での不安定さもこの時期多くの親が感じている課題であると言えそうです

［図12］。 

  

［図 11］第 1 子が、現在学童保育を利用していない／小学 6 年生より前にやめさせると思う理由 (複数回答)  

学童を現在利用していない/今後やめさせると思う人(n=965) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［図 12］第 1 子について「小 4 の壁」を感じたことがあるか。感じたことがある場合、「小 4 の壁」を感じた場面としてあてはまるもの (複数回答)  

第 1 子が小学 4 年生以上の人(n=600) 



 

32.3

35.0

52.3

55.1

11.8

8.4

3.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1200）

「小4の壁」を

感じたことがある人

（n=334）

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない

84.5％

90.1％

「小4の壁」による変化に備えるために、子どもが親との

距離感が近い小学3年生までに、生活習慣・学習習慣

づくりをしておくことが大事だと思う」

3. 「小4の壁」を乗り越えるための「小3の坂」の上り方 

 

「小 3の坂」：「小 4の壁」を乗り越えるための、小学校 3年生の成長の坂を上がること。子どもが親との距離

感が近い小学 3年生までに、生活習慣および学習習慣づくりを子どもと一緒に考えて行う準備期間のことを指しま

す。中山まち子氏の提唱。 

 

1. 小学4年生からの変化に向けて、8割が「小3の坂」が重要であると回答 

「小4の壁」による変化に備えるために、子どもが親との距離感が近い小学3年生までに、生活習

慣・学習習慣づくりをしておくこと（=「小3の坂」）が大事だと思うかを聞いたところ、84.5％が

「そう思う」(そう思う・まあそう思うの合計)と回答しました。さらに、「小4の壁」を感じた経験の

ある親では、90.1％が「そう思う」と回答していることからも、「小3の坂」の上り方が「小4の壁」

を乗り越えるための大事なポイントであると考えられます［図13］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2. 「小3の坂」として、自己管理の習慣化や親の伴走による「みまもり」を実践 

第1子が小学4年生以上の親に、「小4の壁」にむけて小学3年生までに習慣化のために実践していた

ことを聞いたところ、1位は「自分でできることは自分でやらせる」(58.3%)で、2位は「時間管理に

ついて意識をさせる」(40.5％)でした。3位「1日の出来事を聞いてあげる」(40.3％)、4位「宿題を

みてあげる」(36.3％)、8位「防犯／みまもりのために子どものスマホやみまもりカメラなど通信機器

を取り入れる」(18.3％)など、子どもと伴走し、物理的にも精神的にも「みまもる」サポートを行っ

ていたという家庭も多いことが分かりました［図14］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図 13］「小 4 の壁」による小学 4 年生からの変化に備えるために、子どもが親との距離感が近い小学 3 年生までに、生活習慣・学習習慣づくりを 

しておくことが大事だと思うか 全体(n=1,200) 

［図 14］「小 4 の壁」にむけて、小学 3 年生までに習慣化のために実践していたこと (複数回答) 第 1 子が小学 4 年生以上の人(n=600) 

58.3

40.5 40.3 36.3
25.8 23.7 21.7 18.3 14.5 10.3

2.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

自
分
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
や
ら
せ
る

時
間
管
理
に
つ
い
て

意
識
を
さ
せ
る

１
日
の
出
来
事
を

聞
い
て
あ
げ
る

宿
題
を
見
て
あ
げ
る

学
習
に
つ
い
て
基
礎
か
ら

復
習
さ
せ
る

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を
さ
せ
る

塾
や
習
い
事
な
ど
学
童
保
育
以
外
の

「
居
場
所
」
を
見
つ
け
る

防
犯
／
見
守
り
の
た
め
に
子
ど
も
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
見
守
り
カ
メ
ラ

な
ど
通
信
機
器
を
取
り
入
れ
る

親
（
子
ど
も
に
と
っ
て
の
祖
父
母
）

に
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
す
る

親
の
働
き
方
を
変
え
る

（
転
職
す
る
、
在
宅
勤
務

に
切
り
替
え
る
、
な
ど
）

シ
ッ
タ
ー
な
ど
外
部
サ
ー
ビ
ス
に

サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
す
る



 

スマートフォン
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1年生（n=53） 32.1 18.9 37.7 11.3 15.1 15.1 13.2 11.3 15.1 9.4

2年生（n=72） 25.0 26.4 27.8 19.4 16.7 13.9 22.2 8.3 6.9 6.9

3年生（n=112） 45.5 29.5 34.8 9.8 13.4 14.3 17.0 12.5 10.7 7.1
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5年生（n=161） 65.2 32.9 18.0 11.2 15.5 13.0 9.9 12.4 3.1 6.8

6年生（n=150） 70.0 20.7 10.7 11.3 6.7 8.0 4.7 5.3 5.3 4.0

54.3

26.5
21.3

11.8 11.8 11.1 11.0 9.9 7.5 6.3

0%

20%

40%

60%

 

3. 子どもだけの留守番にあたり、「スマホ／キッズケータイ」の利用は半数以上 

現在利用していないが、あると助かると思うもの1位は「家の中をカメラやセンサー

などでみまもることができるサービス」 

子どもだけで留守番をさせる際、「現在利用しているもの」は、1位「スマートフォン／キッズケー

タイ」(54.3％)で半数を超え、小学生からでも携帯を持たせている親が多いことがうかがえます。2位

は「親(子どもにとっての祖父母）の助け」(26.5%)、3位は「子ども用のGPS装置」(21.3％)でし

た。 

 学年別にみると、小学1～3年生では「子ども用の小型GPS装置」(「1年生」37.7％、「2年生」

27.8％、「3年生」34.8％)の利用率が全体より高く、携帯をまだ持たせることができない低学年の子

どもたちの安全確認のために小型GPSが選ばれていると考えられます。一方、4年生以上では「スマー

トフォン／キッズケータイ」(「4年生」55.5％、「5年生」65.2％、「6年生」70.0％)を利用してい

る世帯が半数以上となり、6年生では7割に上ることが分かりました。 

「家の中をカメラやセンサーなどでみまもることができるサービス」については「小3」（12.5%）

と「小5」（12.4%）の利用率が最も高く「小4の壁」前後で利用が増えている様子がうかがえます

［図15］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に「現在利用していないが、あると助かると思うもの」を聞いたところ、1位は「家の中をカメ

ラやセンサーなどでみまもることができるサービス」(25.9%)、2位「子どもが帰宅したときに連絡が

行くしくみ」(23.3%)が高く、約4人に1人が「あると助かる」と感じていることが分かりました。 

学年別にみると、「家の中をカメラやセンサーなどでみまもることができるサービス」については

特に小学1、2年生の親では約3割（なかでも男児の親は「小1」35.1％、「小2」31.0％で3割以上）

が「あると助かる」と回答しており、ニーズが高いようです。また、3位の「スマートフォン／キッズ

ケータイ」についても小学1、2年生で3割以上が「あると助かる」と感じており、低学年のお子さんが

いる家庭でも、何かしらの連絡手段が欲しいと考える親が多いことがうかがえる結果となりました

［図16］。 

 

［図 15］子どもだけで留守番させるにあたって、あなたの家庭で現在利用しているもの (複数回答)  

「子どもが留守番をすることがある」人(n=694) 
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以上の結果から「小 4の壁」を乗り越えるためには、その変化に備えるための「小 3の坂」を

通じた自己管理の習慣化や親の「みまもり」が重要になり、IoTみまもりサービス

「MAMOLEO」のような「家の中をカメラやセンサーなどでみまもることができるサービス」は有効

であると考えられます。 

  

［図 16］子どもだけで留守番させるにあたって、あなたの家庭で現在利用していないが、あると助かると思うもの (複数回答)  

「子どもが留守番をすることがある」人(n=694) 


